
カカザザフフススタタンン・・エエナナジジーーウウィィーークク内内  日日本本・・カカザザフフススタタンン産産業業協協力力特特別別セセッッシショョンン  

  「「脱脱炭炭素素及及びびGGXXににおおけけるる協協力力のの可可能能性性」」  

開開催催ののごご案案内内  

令和５年９月１１日（月） 

（一社）ロシアNIS貿易会（ROTOBO） 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて当会は、１０月３日（火）～１０月６日（金）にかけてカザフスタンの首都アスタナにお

いて開催される「カザフスタン・エナジーウィーク」（以下、KEW）の枠内において、１０月５

日（木）、日本・カザフスタン産業協力特別セッション「脱炭素及びGXにおける協力の可能性」

を開催致します。 

KEWは、カザフスタン政府の支援の下、同国の全エネルギー関連企業が加盟する公的企業連

合「カズエナジー(KAZENERGY)協会」が例年開催しているエネルギー産業に関わる国際会議で

す。同国で活動する石油・ガス・その他のエネルギー関連企業を中心に、各国政府・国際機関の

代表、研究機関の専門家まで、世界50カ国以上から延べ2,500人を超える関係者が集うカザフス

タン最大の国際イベントの１つとされています。 

ROTOBOはカズエナジーとは長年にわたる協力関係にありますが、本年はKEWの枠内におい

て、日本政府が打ち出している温室効果ガス抑制等に関わる取り組みを国や企業の競争力向上に

つなげ、経済・社会システムや産業構造の変革を目指すGX（グリーントランスフォーメーショ

ン）の概念と、これに貢献しうる日本企業の技術をカザフスタン側に紹介し、同分野における協

力の可能性を探る二国間特別セッションを開催することで合意致しました。 

本セッションへのご参加には、KEWへのご登録（有料）が必要です。参加ご希望の方は、予

めKEWにご登録の上（URLは下記参照）、別添２の「参加申込用紙」にて９月２５日（月）ま

でにROTOBO宛にＥメール（ central-asia@rotobo.or.jp ）にてお申込みください。 

敬具 

 

記 

 

◆日 時： ２０２３年１０月５日（木）17:00-18:00 

◆会 場： コングレスセンターEXPO １階 Hall ２ 

 44 Sauran Str., Astana, Kazakhstan 

◆主 催： 一般社団法人ロシアNIS貿易会（ROTOBO）、法人連合「カザフスタン石油・ガス・

電力コンプレクス組織協会『カズエナジー』」 

◆カザフスタン・エナジーウィークについて： 

 公式HP： https://kazenergyforum.com/en  

 参加登録： https://kazenergy.regist.kz/event.php?id=14  

◆プログラム：別添１を参照 

◆使用言語： 日本語、ロシア語（同時通訳） 

◆連絡先： （一社）ロシアNIS貿易会  担当：森、橋之爪 

 TEL：03-3551-6218   Email：central-asia@rotobo.or.jp 



（別添１） 

 
日本・カザフスタン産業協力特別セッション 

「脱炭素及びGXにおける協力の可能性」 

プログラム 

 
令和５年９月１１日現在 

時間 プログラム 

17:00-17:05 

モデレータ開会挨拶・趣旨説明： 

 日本側  輪島 実樹 （一社）ロシアNIS貿易会 ロシアNIS経済研究所 副所長 

 カザフ側 （調整中） 

17:05-17:20 
「脱炭素及びGXへ向けた日本政府の取り組み」 

渡邉 雅士 日本国経済産業省 通政局ロシア・中央アジア・コーカサス室長 

17:20-17:25 
カザフ側コメント: 

アイヌル・ソスパノヴァ 「カザク・グリーン」協会理事長 

17:25-17:35 
「エネルギートランジション：三菱重工グループの新たなフロンティア」 

柿塚 泰 三菱重工ロシアLLC 社長（予定） 

17:35-17:45 
「水素サプライチェーン実現に向けた川崎重工業の水素関連技術」 

大門 基子 川崎重工業ロシア 社長 

17:45-17:50 

カザフ側コメント: 

サウレ・サビエヴァ カザフスタン共和国環境・天然資源省 

環境政策・グリーンテクノロジー局次長 

17:50-18:00 質疑応答・閉会 

 



（別添 ２） 

締切：2023年09月25日（月） 

送付先： central-asia@rotobo.or.jp  

（一社）ロシアNIS貿易会宛  担当：森、橋之爪 

 

日本・カザフスタン産業協力特別セッション 

「脱炭素及びGXにおける協力の可能性」 

 

参加申込用紙 

(1)申込者氏名  英文表記  

(2)勤務先名称  

  英文表記  

(3)所属部署  

  英文表記  

(4)役職  英文表記  

(5)勤務先TEL  

(6)E-mail  

※個人情報の取扱には十分注意し、当案件以外の目的では使用いたしません。 

※お二方以上ご参加の場合、本紙をコピーの上、お一人ずつご記入、ご返送ください。 

 

【会場図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本・カザフスタン特別セッション会場 
コングレスセンターEXPO １階 Hall２ 


